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平成14年4月 
可児市は20歳になりました 

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う

啓
発
シ
ー
ト
を
作
製

市
内
の
各
地
で
、
不
審
者
・
変
質
者
が

出
没
し
た
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
登
下
校
時
や
帰
宅
後
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
可

児
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
中
心
に
な
り
青
少

年
育
成
推
進
員
、
地
域
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
と
と
も
に
、
昨
年
11
月
に
「
子
ど
も

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
啓
発
シ
ー

ト
を
作
製
し
ま
し
た
。
市
内
各
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
を
通
じ
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

へ
配
布
し
、
自
家
用
車
や
営
業
車
の
窓
ガ

ラ
ス
に
張
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
啓
発
シ
ー
ト
を
使
っ
た

活
動
が
契
機
と
な
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
子
ど
も
を
守
る
自
覚
を
持
ち
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
見
守
る

「
エ
デ
ュ
ー
ス
９
」
の
精
神
で
、
運
動
が

広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
よ
さ
を
発
揮
し
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
可
児
市
の
子
ど
も
た
ち
」
を
み

ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係
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平成14年分所得税

納め過ぎは還付申告で
２月

13
木 曜 日

２月

14
金 曜 日

２月

12
水 曜 日

平成14年中に、住宅ローンなどを利用して家を新築あるいは増改築した人や、
多額の医療費を支払った人などは、確定申告をすると所得税が戻る場合があります。
そこで、確定申告期間の前に、給与所得者を対象に還付申告の受付日を設けています。
該当する人は、申告会場へお出掛けください。
また、年金のみを受給している人も、同日に申告を受け付けます。

住
宅
を
新
築
や
取
得
、

増
改
築
し
た
場
合

自
分
で
住
む
た
め
に
、
家
を
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
で
新
築
ま
た
は
取
得
、

増
改
築
を
し
た
場
合
、
次
ペ
ー
ジ
の

表
の
要
件
を
満
た
せ
ば
所
得
税
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
給
与
所
得
者

は
一
年
目
に
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、

二
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合

本
人
お
よ
び
本
人
と
生
計
を
共
に

す
る
配
偶
者
や
親
族
の
た
め
、
一
定

金
額
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
は
、
医
療
費
控
除
額
と
し
て
所
得

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

（
１
）次
の
う
ち
、
そ
の
症
状
に
応
じ

て
一
般
的
に
支
出
さ
れ
る
水
準
を
著

し
く
超
え
な
い
部
分
の
金
額

①
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
費

②
治
療
な
ど
の
た
め
の
医
薬
品
の
購

入
費

③
病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健

施
設
ま
た
は
助
産
所
な
ど
へ
の
入

院
費
用
（
入
所
費
用
）

④
治
療
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、

柔
道
整
復
師
な
ど
に
よ
る
施
術
費

⑤
保
健
師
や
看
護
師
、
準
看
護
師
、

特
に
依
頼
し
た
人
に
療
養
上
の
世

話
を
受
け
る
た
め
に
支
払
っ
た
費

用
⑥
助
産
師
に
よ
る
出
産
の
介
助
費

（
２
）次
の
よ
う
な
費
用
で
、
治
療
な

ど
を
受
け
る
の
に
直
接
必
要
な
も
の

①
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
や
食

事
代
、
医
療
用
器
具
の
購
入
費
ま

た
は
賃
貸
料
で
通
常
必
要
な
も
の

②
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、
義
歯

な
ど
の
購
入
費

③
六
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で

お
む
つ
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
医

師
が
認
め
た
人
の
お
む
つ
の
購
入

費
（
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
と
お
む
つ
代
の
領

収
書
が
必
要
で
す
）

（
３
）介
護
保
険
制
度
の
下
で
提
供
さ

れ
た
次
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

①
訪
問
看
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、

医
療
系
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
①
の

医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
利
用

し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護

・
訪
問
入
浴
介
護
・
通
所
介
護
・

短
期
入
所
生
活
介
護
）
の
自
己
負

担
額

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
サ

ー
ビ
ス
費
用
と
食
費
に
係
る
自
己

負
担
額
の
合
計
の
二
分
の
一
の
額

マイホームを取得した皆さんへ

申告説明会を開催
多治見税務署は、住宅借入金等特別

控除で所得税の還付を受けられる給与
所得者を対象に、申告説明会を行いま
す。
●期日 ２月３日（月）、４日（火）
●時間 １回目＝午前10時

２回目＝午後１時30分
●場所 総合会館５階大ホール

（市役所向かい）
※税務署から送付された案内書の時間
に、必要書類をそろえてお出掛けく
ださい。
なお、当日会場ではコピーができま
せんので、請負契約書や売買契約書
の写しは、あらかじめご自身で準備
してください。

●問合先 多治見税務署
1０５７２◯22０１０１

医療費控除額の計算方法 

- = Ａ 

-Ａ =

その年中

に支払っ

た医療費 

保険金などで

補てんされる

金額 

10万円または 

所得金額の５％ 

（どちらか少ない額） 

医療費 
控除額 

（最高200万円） 

ケース１ケース２



住宅借入金等の特別控除について
●控除額の計算

●控除を受けるための要件と必要な添付書類

※入居した年およびその年の前後２年以内に譲渡所得の課税の特例（居住用財産の譲渡所得の特別控除および買い替えの場合の課税の特例など）の適用があるときは、控除が受けられません。
※登記事項証明書は、岐阜地方法務局美濃加茂支局（美濃加茂市本郷町）で交付を受けてください。登記済証（権利証）ではありませんのでご注意ください。
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控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
医
療
費

①
医
師
な
ど
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

③
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の
医

薬
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
看
護
費
用

⑤
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要

と
し
な
い
近
視
、
遠
視
の
た
め
の

眼
鏡
や
補
聴
器
な
ど
の
購
入
費

⑥
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
ガ
ソ

リ
ン
代
、
出
産
の
た
め
実
家
へ
帰

る
た
め
の
交
通
費

申
告
す
る
場
合
の
必
要
書
類
な
ど

①
医
療
費
の
領
収
書

②
健
康
保
険
や
生
命
保
険
か
ら
給
付

を
受
け
た
場
合
は
そ
の
金
額
の
分

か
る
も
の

③
医
療
費
の
明
細
書

④
源
泉
徴
収
票

⑤
印
鑑

⑥
本
人
の
振
込
先
口
座
番
号

昨
年
中
に

退
職
し
た
場
合

一
般
的
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、

年
末
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
年

の
年
税
額
を
精
算
す
る
た
め
確
定
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

年
の
途
中
で
会
社
を
辞
め
た
人
の
場

合
、
特
に
結
婚
退
職
な
ど
で
ど
こ
に

も
再
就
職
し
て
い
な
い
場
合
は
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
た
所
得
税
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
人
は
退
職
し
た
会
社
が
発
行
し
た

源
泉
徴
収
票
を
持
参
の
上
、
申
告
会

場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
無
く
し
た

場
合
は
会
社
に
申
し
出
て
再
発
行
を

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
末
調
整
で
申
告
漏
れ
の

控
除
が
あ
る
人
も
、
該
当
す
る
控
除

の
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
印
鑑
お

よ
び
本
人
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も

の
を
持
参
の
上
、
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
を
自
分
で
記
載
で
き
る

人
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

●
送
付
先

多
治
見
税
務
署
　
〒

５
０
７
‐
８
７
０
６
多
治
見
市

音
羽
町
１
‐
35

ケース３

還還還還 付付付付 申申申申 告告告告 のののの 日日日日 程程程程
●期日 ２月12日（水）・13日（木）・14日（金）

●時間 午前９時30分～午後４時

（受け付けは午前９時から）

●場所 総合会館５階大ホール

●問合先 税務課

入 　 居 　 日 平成14年１月１日～12月31日
控 　 除 　 期 　 間 10年間
控 　 除 　 率 １％
最 高 年 間 控 除 税 額 50万円

※住宅ローンなどの年末残高は、5,000万円が限度です。

要件 必要な添付書類など

◯イ 住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き住んでいること
◯ロ 家屋の床面積（登記面積）が50㎡以上であること
◯ハ 床面積の１/２以上が、もっぱら自己の居住のためのものであること
◯ニ 控除を受ける年の所得金額が3,000万円以下であること
◯ホ 民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローンなどを利用していること
◯ヘ 住宅ローンなどの返済期間が10年以上で、しかも月賦のように分割して返済するこ
と

◯ト ①新築住宅の要件に当てはまること
◯チ その家屋の取得の日以前20年以内（マンションなどの耐火建築物については25年以
内）に建築されたものであること

◯リ 建築後使用されたことがある家屋であること
◯ヌ 自己の所有している家屋で、自己の居住のための増改築などであること
◯ル 増改築などをした後の家屋の床面積（登記面積）が50㎡以上で、しかも①新築住宅
の要件◯イ、◯ハ～◯ヘに当てはまること

◯ヲ ◯ａ増築、改築、大規模の修繕、大規模の模様替えの工事であること　◯ｂ区分所有部分
の床、階段または壁の過半について行う一定の修繕や模様替えの工事であること、
または　◯ｃ家屋のうち居室、調理室、浴室、便所、洗面所、納戸、玄関、廊下の一室
の床や壁の全部について行う修繕、模様替えの工事であることにつき、一定の証明
がされたものであること

◯ワ 増改築などの工事費用が100万円を超えるものであること
◯カ 自己の居住の部分の工事費用の額が、増改築などの工事費用の総額の１/２以上であ
ること

①
新
築
住
宅

②
中
古
住
宅

③
増
改
築
な
ど

◯Ａ 住民票の写しなど入居年月日を明らかにする書類
◯Ｂ 家屋の登記事項証明書（全部事項証明書に限ります）などで新築または取得年月日、
床面積の分かる書類

◯Ｃ 売買契約書、工事の請負契約書などで家屋の取得価額を明らかにする書類またはその
写し

◯Ｄ 住宅ローン等に含まれる敷地などの購入に係るローン等についてこの控除の適用を受
ける場合は、その敷地等の登記事項証明書（全部事項証明書に限ります）、その敷地
等の分譲に係る契約書などで、その敷地等の取得価額・取得年月日などを明らかに
する書類またはその写し

◯Ｅ 住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
◯Ｆ 印鑑と本人の振込先口座の分かるもの
（サラリーマンの人は、源泉徴収票も必要です。中古住宅、増改築などの場合も同じ）

上記の◯Ａ～◯Ｆのほか次の書類
◯Ｇ 債務の承継に関する契約に基づく債務を有するときには、その債務の承継に係る契約
書の写し

上記の◯Ａ、◯Ｅ、◯Ｆのほか次の書類
◯Ｈ 登記事項証明書（全部事項証明書に限ります）や請負契約書などで増改築等の年月日、
費用、床面積を明らかにする書類

◯Ｉ 建築確認通知書の写し、検査済証の写し、または建築士から交付を受けた増改築等工
事証明書

（その増改築等が◯ヲの◯ｂや◯ｃであるときは、建築士から交付を受けた増改築等工事証明書）
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可
児
口
腔
保
健
協
議
会
―
―
―
―
―

講
演
会
を
開
催

可
児
口
腔
保
健
協
議
会
は
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１
月
30
日
（
木
）

●
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30

分
（
午
後
２
時
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
講
師

渡
辺
哲
雄
さ
ん
（
日
本
福

祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
専
任

教
員
）

●
演
題

老
い
の
風
景
〜
老
い
る
こ

と
・
死
ぬ
こ
と
・
愛
す
る
こ
と
〜

●
入
場
料

無
料

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入

場
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先

健
康
増
進
課

高
齢
者
大
学
―
―
―
―
―
―
―
―
―

学
習
の
成
果
を
披
露

可
児
市
高
齢
者
大
学
は
、
受
講
生

た
ち
に
よ
る
発
表
会
や
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
で
の
１
年
間
の
学
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
公
民
館
係

1
◯62
２
０
０
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ピ
ー
プ
ル
―
―
―

お
年
寄
り
と
交
流
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ピ
ー
プ
ル
は
、

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
探
し
と
世
代

間
の
交
流
を
進
め
る
た
め
、「
生
き

が
い
探
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
期
日

１
月
26
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
内
容

太
極
拳
や
絵
手
紙
な
ど
お

年
寄
り
の
一
芸
発
表
、
お
年
寄
り

の
知
恵
を
生
か
し
た
相
談
コ
ー
ナ

ー
な
ど

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

サ
ン
ピ
ー
プ
ル
の
渡
邉

き
み
子
さ
ん

1
◯62
４
５
０
０

14
年
度
市
民
大
学
講
座
―
―
―
―
―

後
期
受
講
生
を
募
集

市
は
、
21
世
紀
の
食
を
考
え
る
後

期
市
民
大
学
講
座
（
全
５
回
）
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
私
た
ち
人
間

の

”か
ら
だ
“
と
、
毎
日
食
べ
て
い

る
食
物
の
関
係
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師

野
口
忠
さ
ん
（
中
部
大
学

応
用
生
物
学
部
教
授
）

●
定
員

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

１
０
０
０
円

●
申
込
締
切

１
月
29
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
公

民
館
係

環
境
講
座
を
開
催
―
―
―
―
―
―
―

生
ご
み
活
用
法
を
学
ぼ
う

「
生
ご
み
」
は
燃
え
る
ご
み
の
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
た
い
肥
に

す
る
と
、
と
て
も
有
効
な
資
源
に
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
と
生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
生
ご

み
の
手
軽
な
た
い
肥
化
や
減
量
、
生

ご
み
た
い
肥
に
よ
る
お
い
し
い
野
菜

作
り
な
ど
が
容
易
に
で
き
る
方
法
を

紹
介
す
る
、
環
境
講
座
「
あ
な
た
も

で
き
る
生
ご
み
の
活
か
し
方
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
16
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

桜
ケ
丘
公
民
館

●
定
員

40
人

●
参
加
費

無
料

●
申
込
締
切

２
月
14
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

催
し

市立保育園

園庭で遊ぼう
市立保育園は、２月の園庭開放を行います。育児相

談も行いますので、親子で気軽に参加してください。
●期日 ○久々利保育園＝２月７日（金）

○土田保育園＝２月５日（水）、19日（水）
○めぐみ保育園＝２月12日（水）、26日（水）

●時間 午前９時30分～11時30分（雨天中止）
●問合先 各保育園（久々利1◯64１５１２・土田1

◯26８３１８・めぐみ1◯62３９３２）

募
集

回 期　　日 内　　　　　容

１ ２／３（月） 私たちは何を食べているのか

２ 10（月） 食べ物はどうなるのか

３ 17（月）
食べ物によって“からだ”はどの
ような影響をうけるのか・その１

４ ３／３（月）
食べ物によって“からだ”はどの
ような影響をうけるのか・その２

５ 10（月） 何をどれだけ食べるべきか

ク ラ ブ 名 日　　　　時 場　　　所

発 コーラス・民謡 ２／５（水）午前10時30分～ 文化創造センター

表 体育 ２／６（木）午前９時30分～ 広見公民館ゆとりピア
会 カラオケ ２／19（水）午前10時30分～ 文化創造センター

作
文芸（俳句）、毛 ２／７（金）～14（金）

品
筆習字、水墨画、午前９時～午後５時

広見公民館ゆとりピア
展
盆栽庭木、ペン ※７日は午後１時から。
習字、折り紙 14日は正午まで。
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児
童
ク
ラ
ブ
―
―
―
―
―
―
―
―
―

指
導
員
を
募
集

市
は
、
市
内
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
時
間

○
月
〜
金
曜
日
＝
午

後
１
時
30
分
〜
６
時
30
分
　
○
長

期
休
暇
期
間
（
夏
休
み
な
ど
）
＝

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

●
勤
務
日
数

交
替
勤
務
で
週
３
、

４
日
程
度

●
勤
務
場
所

市
内
小
学
校
の
児
童

ク
ラ
ブ

●
資
格

通
勤
可
能
な
55
歳
ま
で
の

健
康
な
人
で
、
保
育
士
資
格
ま
た

は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
の

い
ず
れ
か
を
持
つ
人

●
募
集
人
数

若
干
名

●
申
込
方
法

可
児
パ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
求
職
手
続
き
を
し
て
紹

介
状
を
も
ら
い
、
履
歴
書
、
資
格

・
免
許
の
写
し
と
と
も
に
福
祉
課

に
提
出
す
る

●
申
込
締
切

２
月
10
日
（
月
）

●
問
合
先

福
祉
課

（
財
）可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社
―

給
食
調
理
員
な
ど
を
募
集

（
財
）可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社

は
、
給
食
調
理
員
と
配
送
・
回
収
運

転
手
兼
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
期
間

４
月
１
日
〜
16
年
３

月
31
日

●
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
勤
務
場
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
大
森
）

●
募
集
人
数

○
給
食
調
理
員
＝
１

人
　
○
配
送
・
回
収
運
転
手
兼
調

理
員
＝
１
人

●
募
集
期
間

２
月
１
日
（
土
）
〜

20
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

同
公
社

1
◯61
０
１
１
１

都
市
定
住
促
進
優
良
住
宅
―
―
―
―

入
居
者
を
募
集

市
が
家
賃
の
一
部
を
所
得
に
応
じ

て
補
助
す
る
優
良
な
賃
貸
住
宅
「
ア

ー
バ
ン
ラ
イ
フ
・
ソ
ナ
ン
」
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格

同
居
家
族
が
あ
る
世

帯
で
一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数

１
戸

●
所
在
地

今
渡
２
６
１
１
‐
１

●
建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
５
階
建
て
（
間
取
り
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）

●
申
込
締
切

２
月
12
日
（
水
）

●
申
込
先

Ｊ
Ａ
可
児
不
動
産
セ
ン

タ
ー

1
◯62
１
４
４
４

●
問
合
先

建
築
指
導
課

介護保険介護保険 その２
可児市の介護保険の実施状況をお知らせします

●介護サービス費用の推移

可児市では、平成12年度に約14億５千万円、13年に約

18億４千900万円が介護サービス費用として支払われま

した。サービス費用の内訳を見ると、施設サービスの割

合が高いことが分かります。

●介護保険の財源

介護保険に掛かるサービス費用のうち、１割は利用者

負担となっています。残りの９割は、市民の皆さんが納

める介護保険料や国・県・市などの負担金などによりま

かなわれています。そして、65歳以上の人の介護保険料

は、費用全体のうち17％の負担となっています。

保険料は、どれだけの人がどれくらいの介護サービス

を利用するかを算出し、その介護費用のうち、65歳以上

の人の負担分を65歳以上の人の数で除して基準額を算出

します。また保険料は、３年を単位とした事業運営期間

ごとに設定することとなっており、３年間は同じ金額と

なっています。

このように介護保険は、多くの費用を要する制度であ

り、保険料負担だけでなく、公費負担により国民全体で

支えあっている制度です。

皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

●問合先 いきいき長寿課

65歳以上の
人の保険料 
17.0%

国負担金 
20.0%

調整交付金 
5.0%

県負担金 
12.5%

市負担金 
12.5%

40歳～64歳の
人の保険料　 
33.0%　 

公
　
費
50
％ 

保
険
料
50
％ 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
金
（
１
割
負
担
） 

＋ 

12年度 13年度

費用額 割合 費用額 割合

（円） （％） （円） （％）

在宅サービス 625,848,136 43.1 864,153,766 46.7

施設サービス 824,661,120 56.9 985,334,735 53.3

計 1,450,509,256 100.0 1,849,488,501 100.0

12年度 13年度 14年度

計画値（円） 1,689,630,000 1,946,681,000 2,062,759,000

実績値（円） 1,450,509,256 1,849,488,501
1,213,367,456
（11月まで）

実績率（％） 85.8 95.0 58.8



6広報かに 2003.1.15

可
児
ス
キ
ー
協
会
―
―
―
―
―
―
―

日
帰
り
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
を

可
児
ス
キ
ー
協
会
は
、
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
日
帰
り
で
楽
し
む

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ス
キ
ー
教
室
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
期
日

○
第
１
回
＝
１
月
26
日

（
日
）

○
第
２
回
＝
２
月
15
日

（
土
）

●
場
所

舟
山
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・

ア
ル
コ
ピ
ア
（
大
野
郡
久
々
野
町
）

●
出
発
時
間

午
前
５
時
30
分

●
集
合
場
所

Ｊ
Ａ
可
児
本
店
（
広

見
）

●
募
集
人
数

各
回
90
人（
先
着
順
）

●
参
加
費

○
バ
ス
代
＝
１
回
４
５

０
０
円
　
○
ス
キ
ー
教
室
代
＝
２

０
０
０
円
（
初
級
〜
上
級
・
２
回

分
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
は
、
現
地
で
別

途
申
し
込
み
が
必
要
。

●
申
込
・
問
合
先

同
協
会
の
日
比

野
さ
ん

1
◯62
０
２
２
９

可
児
商
工
会
議
所
―
―
―
―
―
―
―

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

可
児
商
工
会
議
所
は
、
事
務
所
や

自
宅
で
眠
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
有

効
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
な
ど
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所

可
児
商
工
会
議
所
（
総
合

会
館
内
）

●
定
員

各
日
程
10
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

１
月
31
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

同
会
議
所

1
◯61
０
０
１
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岐
阜
―
―
―
―

Ｉ
Ｔ
学
習
を
支
援
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岐
阜
は
、
Ｉ

Ｔ
学
習
支
援
（
自
学
自
習
）
コ
ー
ス

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
３
日
（
月
）
〜
28
日

（
金
）
の
う
ち
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
毎
日

●
時
間

午
後
４
時
30
分
〜
６
時
30

分
（
１
時
間
単
位
）

●
場
所

同
セ
ン
タ
ー
岐
阜
（
土
岐

市
泉
町
定
林
寺
）

●
定
員

１
時
間
当
た
り
20
人

●
持
ち
物

３
・
５
イ
ン
チ
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
筆
記
用
具

●
学
習
方
法

内
容
を
選
び
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
自
学
自
習
す
る
。

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
質
問
に
対
応

●
受
講
料

無
料

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー
岐

阜

1
０
５
７
２
◯54
７
１
５
５

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
―
―
―

自
分
の
世
界
を
広
げ
よ
う

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
は
、

春
休
み
の
海
外
派
遣
と
国
内
交
流
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
先
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
資
料

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
派
遣

▽
派
遣
日
数

11
〜
13
日
間

▽
派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
５
カ
国

▽
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
な
ど

▽
対
象
者

中
学
・
高
校
生

▽
申
込
締
切

２
月
７
日
（
金
）

国
内
交
流
（
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
）

▽
期
間

３
月
27
日
（
木
）
〜
４
月

３
日
（
木
）
の
８
日
間

▽
場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▽
内
容

自
然
体
験
や
在
日
外
国
人

と
の
交
流
な
ど

▽
対
象
者

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

▽
申
込
締
切

３
月
７
日
（
金
）

●
資
料
請
求
・
問
合
先

同
協
会

（
〒
１
６
０
‐
０
０
０
４
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
‐
11
大
村
ビ
ル
３

階
）
1
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４

２
１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.kskk.or.jp

環境に
やさしい 15

便座のフタ、閉めていますか
家庭や病院などで普及してきた洋式トイレ

の便座の暖房。暖かくて快適ですよね。さて、
あなたは便器を使用した後、フタを閉めてい
ますか。
１日のうちで便座を使用する時間は短いで

すが、それ以外の時間もずっと通電している
ため、フタを開けっぱなしの場合と閉めた場
合では、１年間の電気料金に1,120円もの差
が生じます。これはＣＯ２（二酸化炭素）に換
算すると5.85㎏になります。便座の放熱を防
ぎ、余分な電気を消費しないように、使い終
わったらフタを閉める習慣にしましょう。
また、季節に合わせて温度調整することも

お忘れなく。
※参考：「家庭の省エネ」大事典（（財）省エ
ネルギーセンター）

「今日からフタを閉める習慣にしましょう」

●問合先 環境課

番号 コース名 期　日 時　間 内　容 参加費
１ パソコン基礎 午後１時～３時

２ （昼） ２／17 午後３時15分 パソコン操作の基礎、 4,000円

（月） ～５時15分 インターネット、電子 （テキスト

３ パソコン基礎 午後７時～９時 メールなど（２時間） 代含む）
（夜）

４ ワード初級 18（火）
５ （昼） 19（水）午後１時～５時
６ 20（木） ワープロソフトの基本 7,000円

７ 18（火） 操作、文字入力、文書 （テキスト
ワード初級 19（水）午後７時～９時 の編集など（４時間） 代含む）

８ （夜） 20（木）
21（金）

番号 コース名 期　日 時　間 内　容 参加費

９ ２／21
エクセル初級 （金） 午後１時～５時10 （昼） 24（月） 表計算ソフトの基本操 7,000円11 25（火） 作、表・グラフの作成、 （テキスト

12 24（月） 関数を使った計算処理 代含む）エクセル初級 25（火）午後７時～９時 など（４時間）

13 （夜） 26（水）
27（木）

14 ホームページ 26（水） ホームページの仕組み、 １万円
初級・自習 午前10時 公開までの手順など （テキスト

15 （昼） 27（木） ～午後５時 （６時間） 代含む）
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市
教
育
委
員
会
は
今
後
、
土
・
日
曜
日
に

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
自

由
に
選
択
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
小
中
一
貫
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク

ラ
ブ
を
設
立
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
は
、
高
齢
者
、

一
般
成
人
、
中
学
生
、
小
学
生
、
障
害
者
が

一
緒
に
な
り
、
各
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
を
楽
し
む
、
多
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
場
へ
と
育

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

さ
ら
に
、
青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
活
動
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
拠
点
と
し
て
、「
可

児
市
青
少
年
い
き
い
き
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
生
涯
学
習
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
生
涯
学
習
推
進
会
「
か
に
」

か
ら
二
人
の
メ
ン
バ
ー
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
、
青
少
年

に
対
し
て
学
校
内
外
を
通
じ
て
、
多
く
の
人

や
社
会
・
自
然
な
ど
と
直
接
触
れ
合
う
体
験

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
学
校
や

個
人
と
活
動
先
の
指
導
者
・
団
体
と
の
連
絡

調
整
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
体
験
活
動
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
家
庭

二
十
一
世
紀
は
「
心
の
時
代
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
心
を
耕
す
一
番
大
切
な
と

こ
ろ
は
家
庭
で
す
。

人
間
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
も
っ
と
も

身
近
で
小
さ
な
社
会
が
家
庭
で
あ
り
、
教
育

の
原
点
と
な
る
場
所
で
す
。
で
す
か
ら
、
社

会
で
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を
、

家
族
の
触
れ
合
い
や
、
家
庭
で
の
共
同
作
業

な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
子
ど
も
に
教
え
、

き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

ま
た
、
家
庭
は
心
身
の
疲
労
を
癒
や
す
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
食
事
を

取
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
団
ら
ん
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
心
が
育

ち
ま
す
。

時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
後

か
ら
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に

子
ど
も
た
ち
の
今
を
生
き
る
時
間
は
と
て
も

貴
重
で
大
切
な
も
の
で
す
。
学
校
が
週
に
二

日
休
み
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
貴
重
な
時
間
を
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
よ
い
か
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
子
ど

も
の
自
ら
学
び
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
へ

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
つ
な
が
り

協
力
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

街
そ
の
も
の
が
「
生
き
た
教
室
」
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
問
合
先

学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課

気軽にご相談ください
青少年いきいき活動支援センター
ボランティアコーディネーター

丸山英子さん（愛岐ヶ丘）
山田咲子さん（土田）

ボランティア活動や多様な
体験活動は豊かな心をはぐく
むために大切なことだと思い
ます。それを自発的にできれ
ばよいのですが、周りでその
きっかけを作ることも必要で
はないでしょうか。そしてボ
ランティアの在り方などの基
本を教えることにより、子ど
もたちに責任あるボランティ
ア活動ができるようになって
ほしいと思います。

また、子どもの体験やさまざまな活動を支える団体が市
内にはたくさんありますが、それらをネットワークでつな
げることができればと思っています。
支援センターは昨年７月に

開設されたばかりで、私たち
コーディネーターも手探り状
態ですが、皆さんと一緒に学
びながら体験の場所や情報を
提供することで、少しでもお
役に立てるよう努力したいと
思います。
３月９日には青少年の奉仕

体験活動を支援する各種団体
の交流会を、文化創造センタ
ーで開催する予定です。ぜひ
おいでください。

誰かのためにやってみようと考
えている皆さんの力になれたら
と語る山田さん

誰かのために、したいこと、で
きることを一緒に考えたいと語
る丸山さん
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こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
期
日

毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）

●
時
間

３
時
30
分
〜
５
時

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
こ
と
ば
や
発
達
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
予
約
す
る

1
◯60
０
２
５
５

心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

法
律
相
談

●
期
日

１
月
28
日
（
火
）、
２
月

７
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

母
子
父
子
家
庭
相
談

●
期
日

１
月
28
日
（
火
）

●
時
間

９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
相
談

●
期
日
と
場
所

○
２
月
１
日（
土
）

＝
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
　
○

２
月
９
日
（
日
）
＝
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

景
観
相
談

●
日
時

○
建
築
意
匠
＝
２
月
４
日

（
火
）
２
時
〜
４
時
　
○
緑
化
＝

２
月
18
日
（
火
）
２
時
〜
４
時

○
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
＝
２
月
20
日

（
木
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
申
込
方
法

都
市
計
画
課
へ
電
話

で
予
約
す
る

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

２
月
７
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

無
料
相
談

編集･発行/可児市役所〒509-0292 岐阜県可児市広見一丁目1番地　1 0574◯621111 FAX 0574◯610345
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

３種・２種混合（初回・追加）
●日時と場所 ○１月27日（月）１
時30分～２時30分＝保健センター
○２月４日（火）２時～２時30分＝
春里公民館　●対象者 生後５カ月
以上90カ月未満　○３種＝百日ぜき
にかかったことのない子（３～８週
間の間隔で３回接種） ○２種＝百
日ぜきにかかったことのある子（４
～６週間の間隔で２回接種）
※追加接種は初回終了後１年～１年
半の間隔で行います。接種前にお
子さんの体温を測ってください。

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日 ２月５日（水） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 14年９月16日
～30日生まれ

あこがれママ教室
●期日 １課＝２月７日（金）
●受付時間 ９時10分～９時20分
●場所 保健センター　●内容 妊
娠中の生活と栄養（試食）

保 健  保 健  １歳６カ月児健康診査
●期日と対象者 ○１月28日（火）
＝13年６月16日～30日生まれ　○２
月３日（月）＝13年７月１日～15日
生まれ　●受付時間 １時～１時15

分　●場所 保健センター

３歳児健康診査
●期日と対象者 ２月10日（月）
●受付時間 １時～１時15分　●場
所 保健センター　●対象者 12年
１月１日～15日生まれ

離乳食モグモグ教室
●期日 １月29日（水） ●受付時
間 ９時45分～10時　●場所 総合
会館（市役所向かい） ●対象者
離乳中期以降のお子さんを持つ人　
●持ち物 エプロン、三角きん、手
ふき　●申込先 健康増進課

成人健康相談
●期日 ２月10日（月） ●受付時
間 ９時30分～11時　●場所 保健
センター　●対象者 一般成人
●内容 ○健康相談＝血圧測定、検
尿、体脂肪率測定　○栄養相談　○
歯科相談

７カ月児相談
●期日 ２月４日（火） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 14年６月生ま
れ

離乳食相談
●期日 ２月５日（水） ●受付時
間 ２時～２時15分　●場所 保健
センター　●対象者 離乳期の乳児
を持つ人

母子手帳交付
●期日 毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間 ９時15分～９時30分　
●場所 保健センター

健康講話
●期日 ２月３日（月） ●時間
10時～11時　●場所 福寿苑（大森）
●対象者 60歳以上の人　●内容
高齢者の運動

献血
●期日 １月28日（火） ●時間
10時～４時　●場所 ユニー可児店
（中恵土）
※400ml献血にご協力ください。

資源集団回収にご協力を
期　　日 １月26日（日）
回収団体 可児市生活学校

瓶・缶・ペットボトル・

回収品目
トレー・発泡スチロー
ル・紙類（新聞と広告
は別で縛る）

収集時間
午前９時～11時の間

場　　所
に総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

※出し方のルール、マナーを守りましょう。


